第２２回　施設処遇検討会議　議事録　H23.10.31

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：須々田珠実・馬渕豊子・中岫かなえ・小笠原嘉紀

上平ユリ子・中村文洋・木村春子

　　　　　　　　　　　   　　　　　（ 欠席者：長谷部S.G.M・秋山欣也・小坂和子・三浦綾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：上平ユリ子
議題

１：  藤村　翔　様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：　吉田キクエ様　（青風荘入所者様）の処遇について

１：藤村　翔様（青山荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症

＜支援項目＞

1 服薬自己管理（継続）　4段階へステップアップする

介入方法

・7月上旬から服薬自己管理を3段階（チェックシート省略）に進めてきた。その後も忘薬、誤薬無い為10/1、4段階へ服薬ボードのみ確認）ステップアップする事を本人と話し合うが、「このままでいいんじゃないか」と話される。理由を尋ねると自己管理に不安があると話されている。

　10/17再度話し合い、不安解消図る方法で服薬後残包を服薬ボードに入れておき、自己管理出来た事を自分で確認し慣れて納得できる機会を増やしながら１週間毎服薬セットスタッフに見せる方法を行う。

＜支援項目＞

②　病状理解と体調変化の気づき（幻聴、イライラ感の訴え）

介入方法

・受診毎に、幻聴、イライラ感を尋ねるが、あまり感じなくなっていると返答ある。会話や活動によって緩和されている効果もあるが自室に篭ると表情がぼんやりして柔軟さが偏る様子も見られる為、　　個別プログラムの設定を実行する。

・会話で突然、唐突に話してくる事についても以前よりは他者会話や、意見交換により変化見られる。

体調変化への気づきを自分なりの言葉で伝えられるよう面談を通じて情報整理する支援と関わりを行い、現実検討への振り返りを落ち着いて行う体験を促す。

＜支援項目＞

3 家族支援（継続）（自宅外出泊バス利用）

介入方法

・家族支援で本人様がいつでも、家族と予定が合えば自由に自宅外出できる事を目指すため、障害者手帳利用も兼ねてバス利用経験を定期的に行う。

・自宅外出の目的に家族関係の保持もあり、荘内で体験した自炊プログラムを自宅でも行い家族に披露する事で本人様の自信につなげ、家族からも喜んでもらい良い評価を得て良好な関係性を保つきっかけとする。

＜支援項目＞

4 金銭管理（継続）

介入方法

・自立度、自己責任を自覚する機会として金銭自己管理を行っている。ATM利用、支出入を実行。1ヶ月分の生活費で入所料支払い、調理教室代、自炊プログラム、日用雑貨代、小遣いを準備している。

・無駄遣いはないが、生活経費以外、余暇出費経験が少ないと思われるので楽しめる事へも出費し、余暇支援でも充実した体験ができるよう支援する。

＜評価＞

　家族は退所後はグループホームへ、本人は自宅に帰ることを希望されている。退所後の方向性を統一し支援内容を考慮していかなければいけない。

現状だと固定観念が強く、行動が習慣化しており臨機応変に行動する事ができない事や、対人関係も一方通行の為、現実検討できるようにその都度振り返りを行なっていく。

生活範囲が狭い為、買物に出掛けたり、映画を観たり、公共施設を利用したりな等外出の機会を多くし日中の活動量を増やし社会性を身につけるようにしていく。

本人は理由がなければ自宅外泊せず家族と距離感がある為、外泊の機会を増やし、家族内での役割（料理を作る、掃除をするなど）を持てるようにし、家族の一員だという自信を持つ事ができるように支援していく。

２：吉田キクエ様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

＜問題点＞

① 身体機能の低下が見られる　
両耳が聴こえ難くなっている

体重・体脂肪の増加

不調時を伝えてくることがあまり無い

介入方法

･高齢による、両耳の難聴がある為、会話では声を大きくして聞き取りやすいようにする。

･高齢からくる身体機能の低下を緩やかにし、体重・体脂肪の増加を防ぐ為、荘内プログラムにてスト

レッチや体操を継続していく。また、それらの習慣づけを図っていく。

･身体機能だけでなく免疫機能の衰えも考慮し、体調不良時に直ぐ気付けるよう見守りを行なっていく。

･体調不調時にはスタッフへ知らせるよう、勉強会などで繰り返し伝えていく。

･間食の見直し（体重増加し易い食品を控える・摂取時間・量）の必要性を指導していく。

＜問題点＞
2 保護者（長男）との関係修復

　介入方法
･長年疎遠となっている保護者は本人との面会を拒んでいる様子。保護者は妹や姪とは連絡（電話）を取っている為、場合によっては関係修復の協力依頼をしていく。

・定期的なお知らせ（青風荘たより・家族面談等）の際には別途に面談の必要性を記載する。
＜問題点＞
3 外出への意欲が低い

介入方法

・定期的に同行支援して物の購入を迷ったり、選んだりとショッピングの楽しみを体験してもらう。

・また、自分で衣類を選ぶことで、購入した衣類を大切に着て頂く。

・外へ出掛けることで様々なものを見たり触れたりしてもらい、興味の幅を広げるようを図る。

・衣類を自分で選ぼうとすることがない

＜評価＞

　　病状は落ち着いており、現状維持できるよう支援していく。また余暇の充実を図る為本人の好きな買物に行く機会を増やしていく。

保護者（長男）とは疎遠である為、連絡を取り合っている妹様に関係修復の協力を依頼していく。

